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労
本
部
か
ら
の
挨
拶
を
受
け

て
議
題
に
入
り
、
経
過
報
告

を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
に
機
関
紙
及
び
組

織
拡
大
標
語
の
表
彰
を
行

い
、
一
日
目
の
議
事
を
終
了

し
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
弁
護
団
報
告
、

経
過
に
対
す
る
質
疑
で
４
名

の
代
議
員
か
ら
発
言
を
受
け

て
答
弁
を
行
い
、
承
認
を
頂

き
ま
し
た
。
さ
ら
に
運
動
方

針
（
案
）
に
対
す
る
18
名
の

代
議
員
に
よ
る
発
言
を
踏
ま

え
、
伊
藤
書
記
長
よ
り
集
約

答
弁
が
さ
れ
、
全
体
の
拍
手

で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、、
ス
ト
権
を
出

席
全
代
議
員
の
賛
成
に
よ
り

確
立
。
大
会
宣
言
と
「
情
勢

　

大
会
は
、
矢
部
副
委
員
長

の
司
会
で
は
じ
ま
り
、
議
長

に
鈴
木
代
議
員
（
東
京
・
上

野
支
部
）、
副
議
長
に
湊
代

議
員
（
東
京
・
神
奈
川
地
区

本
部
）
を
選
出
し
、
議
事
に

入
り
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
大
沼
委
員

長
は
４
点
（
下
段
参
照
）
に

つ
い
て
挨
拶
を
行
い
ま
し

た
。
続
い
て
、
ご
来
賓
、
国

　

国
労
東
日
本
本
部
は
、
８
月
24
日
〜
25
日
に
第
32
回
定
期
大
会
を
東
京
都
港
区

芝
浦
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

大
会
は
代
議
員
の
真
摯
な
討
論
か
ら
、
２
０
１
８
年
の
運
動
方
針
と
「
労
働
条

件
に
関
す
る
協
約
」
改
訂
要
求
を
確
立
し
、「
大
会
宣
言
」
と
「
特
別
決
議
」
を

採
択
し
、
終
了
し
ま
し
た
。

　

今
号
は
、
大
会
特
集
号
【
そ
の
１
】
と
し
て
、
全
般
的
な
報
告
を
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
発
言
は
次
号
掲
載
）

認
識
の
一
致
を
図
り
、
組
織

拡
大
を
勝
ち
取
る
」
特
別
決

議
を
採
択
、
最
後
に
大
沼
委

員
長
の
団
結
が
ん
ば
ろ
う
で

国
労
東
日
本
本
部
第
32
回
定

期
大
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

議長
東京地本
鈴木代議員

副議長
東京地本
湊代議員

退
さ
せ
な
い
こ
と
、
労
働
条
件
の
切
り
下
げ
を
認
め

な
い
こ
と
を
譲
れ
な
い
要
求
と
し
、
水
平
分
業
し
て

い
る
グ
ル
ー
プ
会
社
の
労
働
条
件
の
底
上
げ
も
合
わ

せ
粘
り
強
く
求
め
て
い
く
こ
と
に
し
ま
す
。

　

３
点
目
は
、
４
月
に
Ｊ
Ｒ
東
日
本
で
「
新
た
な
エ

ル
ダ
ー
制
度
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
65
歳
ま
で

働
き
続
け
ら
れ
る
環
境
整
備
と
、
グ
ル
ー
プ
会
社
と

の
直
接
交
渉
に
道
を
開
く
こ
と
も
課
題
で
す
。

　

東
日
本
本
部
で
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
や
組
合
員

の
声
か
ら
は
、
５
月
段
階
で
Ｊ
Ｒ
提
示
が
37
人
あ
っ

た
こ
と
や
、
年
収
も
平
均
80
万
円
ほ
ど
引
き
上
げ

ら
れ
た
点
で
肯
定
的
だ
っ
た
一
方
、
実
施
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
遅
れ
や
単
身
赴
任
前
提
の
よ
う
な
提
示

を
受
け
た
等
の
報
告
を
受
け
、
会
社
に
強
く
問
題
提

起
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

東
日
本
本
部
と
し
て
は
、
引
き
続
き
改
善
の
取
り

組
み
を
進
め
て
行
く
こ
と
と
合
わ
せ
、
グ
ル
ー
プ
会

社
と
の
直
接
交
渉
の
た
め
の
対
策
を
追
求
し
て
い
く

こ
と
に
し
ま
す
。

　

４
点
目
は
政
治
課
題
に
つ
い
て
で
す
。

　

安
倍
政
権
は
、「
働
き
方
改
革
関
連
法
案
」
に
つ

い
て
与
党
な
ど
の
賛
成
多
数
で
成
立
さ
せ
ま
し
た
。

ま
た
、
カ
ジ
ノ
法
、
６
増
参
議
院
選
挙
改
正
法
な
ど

の
悪
法
を
強
引
に
成
立
さ
せ
て
き
た
一
方
、
森
友
、

加
計
疑
惑
、
事
務
次
官
ら
の
不
祥
事
問
題
な
ど
院
内

外
か
ら
の
抗
議
の
声
で
憲
法
改
「
正
」
発
議
ま
で
の

展
開
に
持
ち
込
む
こ
と
も
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
安
倍
暴
走
政
治
に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
来
年
の
統
一
自
治
体
選
挙
、

夏
の
参
議
院
選
挙
な
ど
を
関
係
す
る
政
党
や
友
誼
団

体
と
連
携
し
な
が
ら
、
推
薦
候
補
者
等
の
勝
利
を
め

ざ
し
奮
闘
し
て
い
く
こ
と
に
し
ま
す
。

　

結
び
に
、
国
労
再
生
へ
の
環
境
は
作
ら
れ
ま
し
た
。

職
場
間
題
を
仲
間
と
一
緒
に
考
え
、
悩
み
、
職
場
改

善
の
取
り
組
み
を
通
し
て
国
労
へ
の
信
頼
を
広
げ
る

運
動
作
り
に
な
り
ま
す
。

　

社
員
の
過
半
数
を
代
表
す
る
国
労
の
再
生
に
向
け
、

東
日
本
本
部
が
そ
の
先
頭
で
奮
闘
す
る
決
意
を
申
し

上
げ
、
執
行
委
員
会
を
代
表
し
て
の
挨
拶
に
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

１
点
目
は
、
最
重
要
課
題
と
し
て
の
組
織
の
強
化
・

拡
大
に
つ
い
て
で
す
。

　

Ｊ
Ｒ
東
日
本
会
社
と
東
労
組
は
18
春
闘
を
巡
る
交

渉
で
対
立
し
、「
労
使
共
同
宣
言
」
の
失
効
か
ら
３
万

人
を
超
え
る
組
合
員
の
脱
退
に
発
展
、
東
労
組
の
瓦

解
に
至
り
ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ
東
日
本
内
の
労
働
組
合
加

入
比
率
が
３
割
強
と
な
り
、
36
協
定
な
ど
の
締
結
に

つ
い
て
は
、
社
員
代
表
を
選
挙
に
よ
り
選
出
す
る
手

続
き
が
取
ら
れ
る
な
ど
、
職
場
に
お
け
る
労
働
組
合

の
影
響
力
は
か
つ
て
な
い
ほ
ど
後
退
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

東
日
本
本
部
の
今
年
度
の
加
入
者
は
、
昨
年
か
ら

大
き
く
前
進
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
特
に
、
平

成
採
用
者
が
加
入
の
半
分
を
数
え
、
高
崎
地
本
で
新

入
社
員
獲
得
な
ど
、
各
地
方
、
現
場
組
合
員
の
奮
闘

に
対
し
敬
意
を
表
し
、
組
織
全
体
を
勇
気
づ
け
た
経

験
と
教
訓
に
、
率
直
に
学
び
合
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

３
万
人
を
超
え
る
組
合
未
加
入
の
社
員
と
、
粘
り

強
く
職
場
に
お
け
る
信
頼
関
係
を
構
築
し
、
労
働
組

合
の
必
要
性
を
理
解
、
国
労
を
選
択
し
て
も
ら
う
取

り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

２
点
目
は
安
全
・
安
定
輸
送
の
確
立
と
職
場
労
働

条
件
改
善
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
で
す
。

　

東
日
本
本
部
は
、「
保
線
部
門
に
お
け
る
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
最
適
化
」
等
の
各
施
策
に
対
し
こ
の
間
、
要
求

の
と
り
ま
と
め
や
団
体
交
渉
等
を
展
開
し
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
労
働
条
件
に
関
す
る
協
約
改
訂
に
つ
い

て
は
毎
年
交
渉
し
、
今
回
も
特
殊
勤
務
手
当
の
制
度

改
正
等
に
繋
げ
て
き
て
い
ま
す
。
施
策
や
協
定
に
つ

い
て
は
「
労
使
間
の
取
り
扱
い
に
関
す
る
協
約
」
に

則
り
、
実
施
後
も
し
っ
か
り
検
証
し
、
問
題
点
は
改

善
を
求
め
る
、
職
場
か
ら
の
粘
り
強
い
運
動
を
引
き

続
き
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

国
鉄
世
代
の
大
量
退
職
問
題
で
、
千
人
単
位
で
要

員
が
不
足
す
る
現
状
で
す
。
安
全
や
サ
ー
ビ
ス
を
後
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2013 年・第 27回定期大会
から会計監査員。

稲原　直 会計監査員

飯島英樹 会計監査員

役
員
改
選
に
よ
り
、
会
計

監
査
員
が
変
更
に
な
り
ま

し
た
。


